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大
川
正
博
議
員
（
公
明
党
）

　

高
齢
者
の
所
在
不
明
が
大
き

な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
背
景
と
し
て
、
家
族
や

地
域
関
係
の
希
薄
化
が
あ
り
、

住
民
基
本
台
帳
の
管
理
や
社
会

保
障
を
所
管
す
る
部
署
の
連
携

の
欠
如
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

同
問
題
に
関
す
る
本
市
の
現
況

と
対
応
策
を
問
う
。

答
　

本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
る
１
０
０
歳
以
上
の

高
齢
者
82
人
全
員
の
所
在
確
認

が
取
れ
た
。
現
在
、
75
歳
以
上

を
対
象
に
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
被
保
険
者
証
の
配
達
状
況

で
所
在
確
認
し
て
お
り
、
未
確

認
者
は
、
実
態
調
査
を
予
定
し

て
い
る
。
今
後
、
適
正
な
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
住
民
基
本

台
帳
記
録
の
正
確
性
の
確
保
の

た
め
、
関
係
課
で
連
携
を
図
る
。

高齢者所在不明問題
本市の対応策はどうなっているのか

関係課で連携を図っていく

高 齢 者

金
子
貞
作
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

今
、
高
齢
者
を
一
人
ぼ
っ
ち

に
さ
せ
な
い
た
め
の
具
体
的
な

手
立
て
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

市
内
で
も
高
齢
者
を
支
え
る
た

め
、
社
会
福
祉
法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
等
が
活
動
し
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
が
行
政
、
地
域
住
民
等

と
相
互
に
連
携
し
て
、
効
果
的

な
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
地
域

に
合
っ
た
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

地
域
に
合
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
必
要
で
は

よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
い
く

高齢者支援

ク
づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　

本
市
で
も
、
自
治
会
関
係

者
、
民
生
・
児
童
委
員
等
で
構

成
さ
れ
る
地
域
ケ
ア
推
進
連
絡

会
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と

連
携
し
、
地
域
の
課
題
の
解
決

を
目
指
し
始
め
て
い
る
。
今
後

は
、
中
野
区
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

推
進
条
例
等
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
更
に
よ
り
良
い
地
域
づ
く

り
に
努
め
て
い
き
た
い
。

竹
内
清
海
議
員
（
緑
風
会
）

　

敬
老
祝
金
の
対
象
者
数
の
推

移
や
支
給
方
法
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
事

業
仕
分
け
の
対
象
に
な
っ
て
い

る
が
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
高

齢
者
も
多
い
。
所
管
と
し
て
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　

敬
老
祝
金
の
対
象
者
数
は

平
成
12
年
度
が
２
３
０
５
人
、

22
年
度
が
４
０
７
７
人
と
10
年

事
業
仕
分
け
対
象 

所
管
の
考
え
は

継
続
に
も
課
題 

事
業
仕
分
け
で
議
論
を

敬 老 祝 金

間
で
約
１
・
８
倍
と
な
っ
て
い

る
。
敬
老
祝
金
は
民
生
委
員
を

通
じ
て
毎
年
９
月
中
に
対
象
者

に
面
会
し
て
届
け
て
お
り
、
渡

せ
な
か
っ
た
場
合
は
市
の
職
員

が
対
応
し
て
い
る
。
所
管
と
し

て
は
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
が
、
高
齢
者

数
の
増
加
、
財
政
負
担
な
ど
の

課
題
も
あ
り
、
事
業
仕
分
け
の

中
で
議
論
を
お
願
い
し
た
い
。

宮
本
　

均
議
員
（
公
明
党
）

　

近
年
、
崩
壊
の
恐
れ
が
あ
る

空
き
家
が
目
立
つ
。
行
政
は
、

火
災
や
自
然
崩
壊
の
危
険
な
ど
、

空
き
家
対
策
の
必
要
性
は
認
識

し
て
い
る
が
、
個
人
の
所
有
物

な
の
で
手
が
加
え
ら
れ
な
い
状

態
に
あ
る
。
し
か
し
、
今
後
は

一
部
署
で
の
対
応
で
は
な
く
、

市
川
市
全
体
の
問
題
と
と
ら
え
、

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
の

市
全
体
の
問
題
と
と
ら
え
る
べ
き
で
は

空き家・廃屋対策

で
は
な
い
か
。

答
　

空
き
家
、
廃
屋
対
策
は
、

防
犯
や
防
災
な
ど
、
安
心
・
安

全
な
街
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、

重
大
な
関
心
を
持
っ
て
取
り
組

む
問
題
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
一
部
署
で
対
策
を

行
う
課
題
で
は
な
い
の
で
、
関

係
部
署
と
十
分
に
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
市
の
問
題
と
し
て
検

討
し
て
い
く
。

関
係
部
署
で
連
携
図
り
検
討
し
て
い
く

秋
本
の
り
子
議
員
（
社
民
・
市
民
）

　

市
庁
舎
等
の
公
共
施
設
で
の

有
機
リ
ン
剤
を
使
用
し
た
薬
剤

散
布
、
小
学
校
で
の
児
童
に
よ

る
ワ
ッ
ク
ス
が
け
な
ど
の
問
題

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
現
状
は

ど
う
か
。
ま
た
、
環
境
へ
の
配

慮
の
視
点
を
総
合
計
画
第
二
次

基
本
計
画
案
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に

掲
げ
て
い
る
が
、
今
後
こ
う
し

た
問
題
に
も
、
指
導
的
部
署
が

今
後
、
指
導
的
部
署
が
必
要
で
は
な
い
か

所
管
の
部
署
と
協
議
し
て
い
く

公共施設での薬剤散布

必
要
で
は
な
い
か
。

答
　

平
成
21
年
度
か
ら
は
市
庁

舎
全
体
で
の
薬
剤
散
布
は
中
止

し
、
害
虫
等
が
多
く
発
生
し
た

場
合
、
ス
ポ
ッ
ト
的
に
薬
剤
散

布
し
て
い
る
。
学
校
で
の
ワ
ッ

ク
ス
が
け
に
つ
い
て
は
、
長
期

休
業
中
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
今
後
は
農
薬
等
の
窓
口

に
つ
い
て
、
所
管
の
部
署
と
協

議
し
て
い
く
。

環 境防 犯

　

東
京
外
郭
環
状
道
路
特
別
委

員
会
を
平
成
22
年
８
月
４
日
に

開
催
し
、
国
、
東
日
本
高
速
道

路
株
式
会
社
及
び
県
の
担
当
者

を
招
い
て
、
外
環
道
路
に
関
す

る
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
の
冒
頭
で
、
国
土
交

通
省
首
都
国
道
事
務
所
の
担
当

者
か
ら
、
22
年
６
月
末
現
在
、

市
川
市
内
で
は
約
97
％
、
千
葉

県
区
間
全
体
で
は
約
98
％
の
用

地
取
得
率
と
な
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
各
委
員
が
、
用
地

取
得
の
今
後
の
見
通
し
、
国
道

２
９
８
号
の
地
下
化
、
暫
定
開

通
し
た
国
道
周
辺
地
域
で
の
騒

音
や
振
動
へ
の
対
策
な
ど
に
つ

い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

質
疑
に
対
し
て
、
各
担
当
者

か
ら
、
用
地
取
得
に
つ
い
て
は
、

任
意
取
得
へ
向
け
て
の
交
渉
と

並
行
し
て
、
土
地
収
用
法
に
基

づ
く
事
業
認
定
の
手
続
き
を
進

め
て
い
る
こ
と
、
地
下
化
に
つ

い
て
は
現
在
の
用
地
幅
で
は
で

き
な
い
こ
と
、
騒
音
や
振
動
へ

の
対
策
に
つ
い
て
は
、
専
門
家

の
意
見
等
を
聞
き
な
が
ら
検
討

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ
と
な

ど
の
答
弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
外
郭
環
状
道
路
特
別
委
員
会

国
な
ど
か
ら
の
説
明
に
対
し
各
委
員
が
質
疑

秋田県、仙台市、宇都宮市を視察

////////////////////////////////////////////////////////////////// //////////////////////////////////////////////////////////////////

議 会 運 営 委 員 会

【日　程】

平成22年10月19日～ 21日

【主な視察内容】
　秋田県は、本市が行っている本会議にお

ける質疑は行わず、すべて委員会の審査に

委ねている。仙台市においては、すべての

定例会で代表質疑を行い、宇都宮市におい

ても、一般質問と共に議案質疑を行うなど、

各市とも審議の効率化を図っている。

　また、視察したすべての市において、請

願と陳情は、受け付けや委員会付託の段階

から取り扱いが異なるなど、今後の市川市

議会の運営に参考となった。

宇都宮市議会議場にて

【視察地及び項目】

議会運営及び議会改革について

予算・決算特別委員会について

陳情の取り扱いについて

人工干潟を視察する委員
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特 別 委 員 会

　

行
徳
臨
海
部
特
別
委
員
会
は

平
成
22
年
７
月
26
日
、
東
浜
１

丁
目
地
先
人
工
干
潟
の
現
地
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
地
視
察
で
は
、
市
の
担
当

者
か
ら
、
東
浜
１
丁
目
地
先
の

人
工
干
潟
は
、
隣
接
す
る
船
橋

市
潮
見
町
地
先
の
人
工
干
潟
（
三

番
瀬
船
橋
海
浜
公
園
）
と
共
に
、

24
年
度
に
千
葉
県
企
業
庁
が
造

成
事
業
部
門
を
収
束
す
る
の
に

伴
い
、
そ
れ
ま
で
に
関
係
機
関

に
移
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
現

地
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

行

徳

臨

海

部

特

別

委

員

会

東
浜
１
丁
目
地
先
人
工
干
潟
を
現
地
視
察


